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令和７年　第３回大崎市教育委員会定例会会議録

招 集 期 日 令和７年３月１３日（木） 開会 午後２時３０分 閉会 午後２時５３分

招 集 場 所 本庁舎　３０６会議室

出席委員等 教 育 長 熊 野 充 利
教 育 長
職 務 代 理 者

青 沼 陽 一

委 員 佐 藤 寛 委 員 堀 智 恵 子

委 員 早 坂 正 年 委 員 伊 藤 亜 希

欠 席 委 員 なし

傍 聴 者 なし

事 務 局 職 員
出 席 者

教 育 部 長 伊 藤 文 子 教 育 部 参 事 菅 原 栄 治

参事兼教育総務課
長 兼 室 長

平 地 久 悦 学 校 教 育 課 長 大 場 宏 昭

参 事 兼 生 涯 学 習 課 長
兼 室 長 兼 館 長 古 内 康 悦 文化財課長補佐 車 田 敦

地域交 流セン ター 長 髙 橋 和 広 図 書 館 館 長 横 山 一 也

学 校 教 育 課
副 参 事

千 葉 弘 昭

書 記
教 育 総 務 課
課 長 補 佐

菊 池 勝 行
教 育 総 務 課
主 幹 兼 係 長

髙 橋 香

議案第12号 人事案件について

議案第13号
大崎市学校給食センター条例施行規則及び大崎市学校給食費に関
する条例施行規則の一部を改正する規則

議案第14号 大崎市教育委員会電子署名規程

報告事項 令和７年度学校教育の重点と努力点について

8 議　　事



１ 開会 教育長 　ただいまから，令和７年第３回大崎市教育委員会定例
会を開催いたします。
　出席委員定足数に達しておりますので，本定例会は成
立いたしました。これより会議を開きます。

２ 会議録承
認

教育長 　はじめに，令和７年第２回定例会会議録の承認を求め

ます。

　内容について，ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

教育長 　ご異議ないものと認め，会議録を承認いたします。

３ 会議録署
名委員指

教育長 　次に，本日の会議録署名委員を指名いたします。
　伊藤委員，お願いいたします。

４ 傍聴者 教育長 　本日の教育委員会定例会への傍聴者については，おら
れないことを報告いたします。

５ 教育長報告 教育長 　続いて，私から教育長報告をさせていただきます。

　はじめに，２月２７日に大崎市民会館で開催いたしま
した「令和６年度大崎市教育委員会表彰式」について，
ご報告いたします。
　表彰式におきましては，大崎市における教育の充実の
ため多大なる寄附を頂きましたことに対し，７つの団
体・個人の方々へ感謝状を贈呈し，さらには，スポーツ
及び芸術文化等の面において県大会優勝レベル以上の，
めざましい成績を収めた市内小・中学生の個人や団体３
７８名に対し，青少年功績者表彰として表彰状を授与い
たしました。過去最高の数となっております。

　教育委員の皆さまにも，ご出席いただきましたこと
に，この場をお借りしまして，あらためて感謝申し上げ
ます。
　次に，教育委員みなさまにも出席いただきました中学
校・義務教育学校の卒業式につきましては無事に挙行い
たしました。
　また，幼稚園の修了式につきましても昨日挙行し，田
尻幼稚園，大貫幼稚園では，今年度をもって休園となり
ますことから，「お別れ会」を実施したところです。
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　なお，小学校の卒業式につきましては，明日から１９
日にかけて挙行する予定となっております。委員の皆様
には，また，お世話になりますのでよろしくお願いいた
します。
　次に，「大崎市Web長なわ跳び大会」についてです
が，今年も多くの学校で積極的に取り組む姿が見られま
した。教育長賞としては，２６人以上の部で三本木小６
年２組，１０人から２５人の部で古川西小中５年１組，
９人以下の部で川渡小５年１組が受賞しました。
　あわせて，今年度から「二階堂トクヨ賞」が加わり，
低学年にもトロフィーと賞状を渡しました。
　子供たちの体力づくりの推進とともに学級集団づくり
や学力向上にもつながることから，今後も取り組んでま
いります。
　次に，自主文化事業についてご報告いたします。
　２月１１日，市役所本庁舎「パタ崎さん家」におい
て，「サムライアパートメント ワンマンライブ」を開
催いたしました。
　当日は，「若者の夢のきっかけづくり」をコンセプト
に，コンサートの制作から運営までを学生スタッフが中
心に実施し，サムライアパートメントと市内の高校生が
共演を行うなど，会場は来場者１２５名で大いに賑わっ
たところです。
　今後，本事業を官民連携のモデルケースとして，青少
年教育及び文化振興に取り組んでまいります。
　次に，東北生活文化大学との連携協力事業についてご
報告いたします。
　２月１８日から２月２４日までの７日間，市民ギャラ
リーを会場に「をだえのアニメ展」を開催しました。
　期間中は，美術表現学科の学生が制作したアニメー
ション作品の上映や，クレイアニメを実際に制作するな
ど，世代を問わず親しまれているアニメーションを見る
だけではなく体験もできた貴重な機会となりました。
　次に，祥雲閣３０周年自主文化事業についてご報告い
たします。
　３月２日に祥雲閣を会場に桃の節句「ひな茶まつり」
を開催いたしました。
　当日は，ひな人形や吊るし雛の展示を中心に折り紙に
よるひな人形作りや勾玉づくり体験を実施するなど，初
めての試みでしたが，１５０名ほどの方に来館をいただ
き，会場は大いに賑わったところです。
　また，３月１日には，地域交流センターあすも多目的
ホールを会場に，親子を対象にした「あきらちゃん＆
ジャンプくんあそびうたコンサート」を開催いたしまし
た。当日は，子ども３７名，大人３６名の計７３名が参
加し，「ラーメン体操」を含む歌やダンス，トークで盛
り上がり，親子でいっしょに楽しむ様子が見られまし
た。
　続いて，図書館への寄贈について御報告いたします。
　３月１０日に古川中里の佐藤病院様から，図書購入費
として１００万円を御寄贈いただきました。
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　この寄附金は，前理事長様の「地域力を育むためには
図書館資料の充実が重要である」という御遺志を引継が
れ，今年も頂戴したものです。
　旧古川市時代の昭和５２年度から継続して御寄贈いた
だいており，図書館では寄附金を活用して医療などの専
門的な図書とともに，一般書や児童書といった幅広い分
野の図書などを整備させていただいております。
　なお，今年度はこのほかに，匿名を含む３名の個人の
方々から計１５万円と，古川ロータリークラブ様，古川
東ロータリークラブ様，オカリナ・サークル綺羅(き
ら)っと様の３団体から，合わせて１９万７千円相当の
資料を寄贈いただいております。
　続いて，３月１７日に，古川農業協同組合，富永地区
振興協議会，大崎市との間で「旧富永小学校廃校利活用
事業における地域利用に関する協定」を締結する運びと
なりました。
　地区振興協議会や地域関係団体等の活動等における体
育館及び校庭の使用に関することなどの連携事項を定め
るものとなっております。
　教育委員会としましても，引き続き連携を図りなが
ら，スポーツ少年団の利用など，地域における活動の場
の確保に努めてまいります。
　また，同じく３月１７日に，宮城誠真短期大学と大崎
市の間で包括連携協定を締結する運びとなっておりま
す。
　相互の連携を深め，協働による活動を推進し，地域の
諸課題に対応するためのものとなっております。
　教育分野におきましても連携を深めながら，地域文化
の発展，次世代の人材育成，まちづくりの振興などに取
り組むことによって，市民サービスの向上を図ってまい
ります。
　最後に，２月１９日から３月１２日まで行われまし
た，令和７年第１回大崎市議会定例会では，会派代表質
問や予算特別委員会で審議が行われ，教育委員会として
の方針や対応について丁寧にご説明申し上げ，ご承認た
だいたところでございます。
　本日の委員会では，規則等の改正や人事案件に関して
議案を提出いたしますので，よろしくお願いいたしま
す。
　以上で教育長報告を終わります。

教育長 　ただいまの教育長報告について，何かご質問はござい
ませんでしょうか。

（質疑応答）

教育長 　それでは，質疑がないものと認め，教育長報告につき
ましては，以上とさせていただきます。

６ 議事 教育長 　それでは，議事に入ります。
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　日程第１　議案第１２号「人事案件について」を議題
といたします。

青沼委員 　発議。

教育長 　発議がございましたので，認めます。

青沼委員   人事案件でありますので，教育委員会会議規則第５条
第１項の規定により，議案第１２号を秘密会とすること
のお取り計らいをお願いいたします。

教育長 　お諮りいたします。
　議案第１２号を秘密会とすることにご異議ございませ
んか。

（異議なしの声）

教育長 　ご異議なしと認め，議案第１２号については秘密会と
いたします。
　　教育部長，教育部参事，参事兼教育総務課長，参事
兼生涯学習課長を除き，そのほかの方々はご退室願いま
す。
　暫時休憩します。

（退出者入場後，再開）

教育長 　それでは，再開いたします。

教育長 　次に，日程第２　議案第１３号「大崎市学校給食セン
ター条例施行規則及び大崎市学校給食費に関する条例施
行規則の一部を改正する規則」を議題といたします。
　教育総務課長　説明願います。

教育総務課長 　はい。それでは私の方から，議案第13号学校給食セン
ター条例施行規則および学校給食費に関する条例施行規
則の一部を改正する規則についてご説明させていただき
たいと思います。
　今回の改正のポイントでございますが，お配りしてお
ります資料編，例規制定改廃概要書3ページをお開き願
えればと思います。
　こちらの方，肝となりますのは，本年度の末をもっ

て，学校統廃合等を行われた結果，それに基づいた学校

名の削除ですとか，あと新たに生まれる小中学校等の，

名前の変更に伴う条例改正がまず一つでございます。
　詳しい制定改廃の要旨につきましては，センター条例
施行規則並びに後，学校給食費に関する条例施行規則を
確認していただけたらと思います。
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　あとはもう一点，本日お配りしております資料を基に
ご説明申し上げます。学校給食費および保護者負担額の
推移というところでこちらの方に，実際であれば，ある
センターの給食費保護者負担額を例にとりますと令和7
年度，全体で1食あたり301円かかる予算立てをしている
こところであります。
　しかし，「緑枠」そして「赤枠」の，保護者負担を一
部支援ないし軽減すること，例えばふるさと納税を活用
した5000万円相当の支援ですとか，物価高騰に伴う支援
を充当しながら，基本的にはこの青のグラフが示すよう
に261円の1食当たりの単価で学校給食を令和7年度も提
供していくといった内容が主なものになってございます
ことを確認していただきご審議のほどお願いするもので
ございます。私の方は以上でございます。

教育長 　ただいまの説明に対し，何かお聞きしたいことがあれ
ばお出し願います。

（なし）

教育長 　質疑がなければ，本案についてご異議なしと認め，原
案のとおり決定いたします。

教育長 　続きまして，日程第３　議案第１４号「大崎市教育委
員会電子署名規程」を議題といたします。
　教育総務課長　説明願います。

教育総務課長 　はい。では続きまして私の方から議案第14号大崎市教
育委員会電子署名規程の制定についてというところでご
審議のほどお願いするものでございます。
　こちら議案書の８ページに，趣旨，準用，附則等を記
載してございます。これだけですとわかりずらいですの
で，本日お配りしております大崎市電子署名規程こちら
の方をお開きいただければと思います。
　こちらの方で現在，市長名で行っているものを教育長
名と改めて教育委員会もこの電子署名に備えていくと
いった内容でございます。
　また市長部局の方で文書取り扱い規程上，電子署名を
することにより公印を押させなくてもよいとする趣旨の
規定が今後策定される予定でございますので，教育委員
会もやはりそういった事務の流れに沿った形で対処して
いくものでございます。
　実際，イメージしていただきたいのは，各役所，国の
機関とかでの行政文書のやり取りというふうにご理解し
ていただければと思います。
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　例えばこちらの大崎市の電子署名規定にございますこ
の担当課の別表のところにございますが，例えば人財育
成課では，我々職員の給与支払報告書を税務署へ，電子
署名を用いて送っている。また，財政課さんの方では，
抵当権抹消等の登記嘱託申請を法務局の方へ送ってい
る。そして市民病院では，電子入札を契約業者等々と行
い，また年金と給与支払報告書等を各国の機関を送って
いるといった内容を確認しております。今後教育行政に
おきましても，こういった事務処を求める時期が来るも
のですから，それに備えて今般，規定の方を制定させて
いただきたいという内容でございますので，ご理解のほ
どお願いしたいと思います。
　私の方の説明は以上でございます。

教育長 　ただいまの説明に対し，何かお聞きしたいことがあれ
ばお出し願います。

（なし）

教育長 　よろしいでしょうか。はい。法整備を先にさせていた
だきということになります。
　質疑がなければ，本案についてご異議なしと認め，原
案のとおり決定いたします。

７ 報告事項 教育長 　報告事項に入ります。
（１）「令和７年度学校教育の重点と努力点について」
の報告をお願いいたします。
　学校教育課副参事　報告願います。

副参事 　はい。それでは私の方から令和7年度学校教育の重点
と努力点についてご報告させていただきます。資料の8
ページをご覧いただきたいと思います。
　令和7年度に向けまして，変更点を朱書きさせていた
だいております。
　まず（2）の確かな学力を培う園・学校作りにつきま
しては，2番の学力調査等を生かしたPDCAサイクルに基
づく授業改善と主体的な家庭学習それから望ましい生活
習慣の定着というふうなことで表現を変えさせていただ
いております。
　4番につきましては令和7年度，8年度に政策推進枠予
算を活用いたしまして，読む読むワークシート，AIドリ
ル，それからいろいろノートを導入いたします。そちら
を活用して，読解力や思考力，判断力を高めるためのデ
ジタルツール等の活用というふうな表現で入れさせてい
ただいております。
　それから5番につきましては，情報通信技術ICTを活用
した個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実とい
うふうなことで学力につきまして，変更をしておりま
す。
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　（3）の豊かな人間性を培う園・学校作りにつきまし
ては，4番の登校児童生徒の状況に応じた大崎市子供の
心のケアハウス連携による相談および学習支援，自立支
援の充実といたしました。こちらの方は来年度から心の
ケアハウスの拡充によりサテライト方式というふうな形
で更なる充実を図っていくというふうなことで入れてお
ります。
　最後に（5）の家庭や地域に開かれた信頼される園学
校作りにつきましては，来年度三本木地区をコミュニ
ティスクールのモデル地区といたしましてスタートいた
します。こちらの学校運営協議会制度を活用した保護者
および地域人材と協働した学校作りの推進というふうな
ことでこちらに加えております。
　私からの報告は以上となります。

教育長 　ただいまの件につきまして，質問はありませんか。

（なし）

教育長 　特にはよろしいでしょうか。
先ほどの協議会でも意見をいただきました。それを踏ま
えて政策展開を私達もしっかりと取り組んでまいりたい
と思います。
　ありがとうございます。それでは本案につきましては
了といたします。

教育長 　本日の議事案件については以上となりますが，委員の
皆さんから，ほかに何かございますか。

（なし）

８ 閉会 教育長 　ないようですので，以上で本日の教育委員会定例会を

終了いたします。

　　　教 育 長

　　　署名委員

この会議録の作成者は次のとおりである。

　　　　　教育総務課　総務担当　主幹兼係長　髙橋　香

　上記記録の正確なることを認め，ここに署名する。

　令和　　 　年　 　　月　　　 日
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